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「南極 海域 の海図作 成におけ る協 力」 は明 らかに,
1988/89年シーズンに起った南極半島域での海難事故を
反映 している.昨年の鉱物資源条約採択に際 して改めて








小 野 高 幸
5月8日 よb12日までの5日間,中 国杭州市において
南極観測国際シンポジウムが開かれ,日 本からは永田武




本を出発 した,7日 午後1時 上海の空港へ着いた我々を,
中国極地研究所長のDongさん達がにこやかに出迎えて






往 き来する人々の姿は大変懐 しさを覚え,充 分に楽しむ











ζ撃 話㌃㍑ 鉋:、謝 負㌃㌫ ●
名)で あ り,各 国 と も今 回 の シ ンポ ジ ウ ム に は高 い 関 心
を持 って い る 事 が うか が わ れ た.さ て5月8日 と9日 は
総 合 討 論 と し て主 催 者 側,　SCAR代 表 か らの 挨 拶 等 の
後,中 国(12件),イギ リス(2件),ア メ リ カ(1件),ス
ウ ェ ーデ ン(1件),ソ 連(2件),西 ドイ ツ(1件),日 本
(永田 先 生,1件),オ ー ス トラ リア(1件)の 講演 が 行 わ
れ た.こ れ らの 内 筆 者 が 関心 を持 つ 超 高 層 物 理学 の 分 野
で の 講 演 は イギ リ ス と 日本 の 各1件 のみ で あ った.中 国
の 講 演 中,東 南 極 デ ー ビス 基 地(オ ー ス トラ リ ア)の近 く
に 中 山基 地(69°22'2イ(S),76e22'40"(E);NNSS測位 座
標 系)を 新 た に建 設 した 事 が 紹 介 され 筆 者 も この 点 に は
強 い 関心 を持 った.と い うの も,中 山基 地 は地 磁 気 緯 度
で は75°を 越 えて オ ー ロ ラ帯 と極 冠 域 の 境 目近 くに 位 置
す る事 と な り,現 在 オー ロ ラ現 象 の研 究 分 野 で は特 に注
目を浴 び てい る領 域 にあ たる た め で あ る.こ の ため 超 高
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層 物 理 の 研 究 者 か らは ぜ ひ中 山基 地 で オー ロ ラ観 測 を行
う様 提 言 がな され てい た.ま た イ ギ リ スか ら はハ レー 基
地 で のHFド ップ ラー 観 測 結 果 の 紹 介 が 行 わ れ た が,演
壇 にL:t/ったRycreft博士 か ら は 昭 和 基 地 に お け るHF
レー ダ ー 建設 と こ れ を用 い た 共同 観 測 の 実 施 が 強 く要 請
され た点 が印 象深 か っ た,
10日と11日は[A)海洋 化 学 系,　IB迦学 ・地 球 物 理 系,及
び〔C拭象 ・雪 氷 ・高層 大 気系 の3グ ル ー プ に分 か れ て の
討論 とな り,会 場 も別 の ホ テ ル に移 さ れた.超 高 層 物 理
関 係 は{Cの グ ル ー プ に 入 れ ら れ て お り,佐 藤 夏 雄 さん
(3件)と筆 者(3件)は こ の 中 で講 演 を 行 っ た,筆 者 は25
次 隊 の ロ ケ ッ トに よ る オ ー ロ ラ観 測 の 抜 粋 と.単 色 光
オ ー ロ ラTV観 測 に つ い て 講 演 を行 っ た が,中[9][Nに
は オ ー ロ ラ光 学 観 測 を行 って い る研 究 者が い な い ため か,
質 問 や コ メ ン トは イギ リス のRycroft博ヒか ら だ け とい
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北 村 泰 一
西 堀 栄 三 郎 氏 は,1989年4月13日'ド前8時35分,86歳
の 多彩 な生 涯 を 閉 じた.奇 しく もそ の時 刻,30余 年 前 に











省 が 『南 極』 を国 家 事 業 と して は じめ よ う と した時,第
1年 目の 越 冬 はそ の 計 画 に は な か った.西 堀 氏 は こ の 第
1年 目か らの 越 冬 を強 く主張 した.い まで こそ,越 冬 は
何 の 不安 もな く行 わ れ て い るが,当 時,越 冬 は 大 変 な 危
険 を伴 う もの と 考 え られ て い た.今 日で い え ば,『 日本
の ロ ケ ッ トで 隊 員 を月 へ お く り越 年 さす』 とい う計 画 に
似 て い る.日 本 に は まだ 月 まで航 行で きる ロケ ッ トは な
い が,こ れ か ら間 に 合 う よ うに 開 発す る ,と す る と,第
1回 目は 月 の 周辺 を偵 察 し,第2年 目に 着 陸 す る,と い
うの が,い わ ば 「常 識.一正統 的 な 考 え」 で あ ろ う.
西堀 氏 の 主 張 は,こ の 第1年 目 の越 冬 な しに は,そ の
目的 とす る 第2年 目の越 冬観 測 の 成功 は お ぼ つ か な い,
と い う もの で あ った.結 果的 に は その 言 葉 通 りに な っ た.
い ま思 え ば偶 然 と しか ほ い様 が な いが,第1年 目は氷 の
状 態 が 良 くて 、宗 谷 は スル スル と リュ ッ ォ ・ホ ル ム湾 の
奥 に 入 り,そ して 昭 和 基 地 を建設 した.だ が 第2年 目 に
は打 っ て 変 わ って 氷状 が 悪化 して いて,宗 谷 は厚 い氷 に
閉 ざ され,無 為 の ま ま毎 日昭 和 基 地 か ら遠 ざか る方 向 へ
流 されて い っ た.舵 は 曲 が り,ス ク リュ ー は折 れ,そ し
て ア メ リカ の 砕氷 艦 に助 け出 され て再 突 入 を試 み た が,
結 局 は第2次 越冬 隊 を 送 りこ み得 ず,本 観 測 を断 念 した.
も し,第1次 越 冬 自体 が 存在 しな けれ ば,第2次 遠 征 の
失 敗 に よ り.日 本 の 力 で はや は り南 極 は 無理 で は ない か
と して世 論 の 支持 が 得 ら れず,日 本の 南 極 事 業 は挫 折 し
た か,少 な く と も10年～20年の遅 れ を 見せ た こ とで あ ろ
う.
越 冬生 活 に して も,西 堀 氏 な ら で はの 話 題 が数 多 く残
さ れ てい る.越 冬 を 開始 して 問 も な く.送 信 機 の 真空 管
が 次 か ら次 へ と ダメ に な り、 その ま まで は 間 もな く日本
と交信不能に陥ろうとした時があった.西堀氏はその時,
熱と重力のためにフィラメントがグリッドに接触するこ




















和11年東京電気 硯 東芝)に入社.こ うして,『学問 も人
間社会に役立ててこそ,そ の価値がある.科学〔理学)は
尊重 されて しかるべきだが,そ れを実用化し,人間社会
に応用する人がなければ役に立たない」,とする西堀氏
の技術者としての歩みがはじまった.
西堀氏を語ろ うとすれば,そ の 『顔』の余りにも多岐
多彩 さに筆がす くむ.ガ ラス細工から始まり,半導体,
真空管,品 質管理,南 極,山 岳ヒマラヤ,原 子力,原船,









中のニワトリ』 と評した.ニ ワ トリというものは夜明け
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らなかった.最 後のお別れの時.家 族の一人一人がそれ
ぞれの思いをこめた品々を西堀氏のそばに置いた.胸 の










森 本 武 利















































4月 下旬 より開始 されていた,と っつ き岬及び,
S-16へのルー ト工作は5月1日 にとっつき岬 までを更
に8日 にはS-16までを終 「した.と っつ き岬 までの海
氷状況は良好で,一 ヶ所氷山を迂回したのみで,ほ ぼ直























やかな冬入 りを感 じさせた.晴 天が多いことから放射冷
却の影響 も加わって気温が ぐん ぐん下が り,-42.9℃


























上 記 シ ンポ ジ ウム は,6月6日 か ら8日 まで の3日 間
国 立 極 地 研 究 所6階 講 堂 に お い て 開 催 され た.梅 雨 直 前
の 比 較 的 良好 な 天気 に 恵 まれ,127名の 研 究 者 が 出 席 し
た.ま た海 外 か らは,米 国5,英 国,ポ ー ラ ン ド,ブ ラ
ジ ル か ら各1名 の計8名 の研 究 者 が 参加 した.当 初 出席
を予 定 して い た 中国,地 球 化学 研 究 所 の 研 究 者 は,中 国
国 内 情 勢 の 悪 化 の た め に,結 局 取 りやめ とな っ た.発 表
論 文 数 は,67編 で そ の他 に,ア ブ ス トラ ク トの みの 参 加
が8編 あ っ た.最 終 セ ッシ ョ ンで は,招 待 者 で ある,米
国 パ デ ュ ー 大 学 のM.リ プ シ ュ ッツ教 授 の 「南 極 阻 石
と非 南 極 明 石 の 比較 」 と題 した一一時 間の 特 別 講 演 が 行 わ
れ 幕 を と じた.
プ ロ グ ラ ムの 順 を 送 っ て 各セ ッシ ョ ンで の トピ ックス
を報 告 す る.初 日午 前 の セ ッシ ョ ンで は.限 石 フ ィール
ドに関 係 した発 表が あ っ た.こ の 中 で は.29次南 極 地 域
観 測 隊 に よ り,新 た に2000個を越 え る明 石 が 採 集 され た
こ とが,そ の 中 のい くつ か のエ コ ン ドラ イ トの写 真 を従
え 報 告 され,研 究者 に新 しい1;lvaに対 す る期 待 を高 め た.
ま た,石 英 中のBeloとA126の測 定 に よ り,七 一 ル ロ ン
ダー ネ 山 地 が100万年 以 上 氷 床 にお お わ れ る こ とな く露
出 して いた こ と が発 表 さ れ,阻 石 研 究 者 だ けで な く地 理
研 究 者 に も注 目 され た.南 極 横 断 山脈 で は,露 岩 の 露 出
年 代 の 古 い 所 で は,陽 石 の 落'ド年代 も古 く,ま た露 出 年
代 の 若 い露 岩 周 辺で は,落 下年 代 の若 い1損石 が 分布 す る
こ とが わか って お り,あ す か限 石 の 落下 年 代 の 測定 結 果
が どの よ うな値 を示 す かが 注 目さ れ る.
次 の セ ッシ ョ ンで は,コ ンソ ー テ ィア ム研 究 の 成 果 が
発 表 され た.現 在,{U月 限 石,〔2)特異 な1;員石,B℃1炭
素 質損 石 の3つ の コ ン ソ ーテ ィア ム研 究 が 進 め られ て お
り,月 限 石 関 係 で は3編,特 異 な 阻 石 関 係 で1編,　 CI
炭 素 質 阻 石 関 係 で7件 の 発 表 が あ った.」;の 中 で 特 異 な
明 石 に 関 す る発 表 が 少 なか った の は,ス タ ー ト して 問 も
な いた め で,今 回 も シ ンポ ジ ウ ム を機 に 別 に メ ンバ ー に
よ る集 会 が 持 たれ て お り,次 回 で の 発 表 が 期 待 され る.
CI炭 素 質 阻 石 の コ ン ソ ー テ ィア ム 研 究 は,B-7904,
Y-82162,Y-86720の3つの 限 石 を 対 象 と して 行 われ て
い る,こ れ ら3つ の[1員石 は,加 水 変 質 の 後 に熱 変 成 を受
け た 特 異 な炭 素 質 「;貴石 で,こ れ まで に,南 極 以外 か らは,
発 見 され て い ない.こ れ らの う ちB-7904とY-86720は,
酸 素 回 付:体に よる 分 類 で はCIタ イプ と され る に もか か
わ らず,岩 石 鉱 物 学 的 に はCMと され る1損石 で,こ れ
まで の 分 類 基 準 で は 当て は ま らな い.コ ン ソー テ ィア ム
グ ルー プ に よ り,新 しい 「損石 種 と して確 立 され る こ とが
待 た れ る.
鉱 物 学 岩 石 学 研 究 の セ ッシ ョ ンで は,コ ン ドラ イ トに
関 す る研 究が4編,エ コ ン ドラ イ トに 関す る研 究 が4編,
限盲 あ る い は,鉱 物 を用 い た実 験 的 研 究 が5編 あ った.
こ の 中 で,コ ン ドル ー ル の形 成 につ い て一 つ の 仮 説 が 提
案 され た,こ れ まで コ ン ドル ー ルの 形 成 につ いて は,主
に2つ の 説が あ る.一 つ は,原 始 星 雲 中で.ダ ス トが 放
電 や太 陽 の放 射 熱 に よ り液 滴 と な り,そ の 後 患 冷 され て
コ ン ドル ー ル とな っ た とい う説 .も う… つ は,ダ ス トか
ら形 成 され た微 惑 星 ど う しが 衝 突 し,そ の 時 の 熱 エ ネ ル
ギ ー で溶 けて 飛 び ち った 飛 沫 に よ り コ ン ドル ール が 形 成
され た と い う説.し か しど ち らに も一 長 一 短 が あ り,一
つ の統 一一され た説 と はな って い な い .こ れ ら に対 し今 回
提 案 さ れ た説 は,ス ポ ン ジの よ うな 多 孔 質 の 微 惑 星 が衝
突 した時,そ の シ ョ ックで 微惑 星 内 で コ ン ドル ー ル が形
成 され た とい う もの で あ る.今 後 い ろ い ろ の 分 野 の研 究
者 に よ りこの 仮 説 が 検 証 され て 行 く と思 わ れ る.
化 学 の 分野 で は,希 ガ ス と陽 石 の 落 下年 代 に 関 した発
表 が14編 と比 較 的 多 か った.限 石 の 落 下年 代 につ い て は
現 在 当研 究 所 の 特 別 共 同 研 究 と して 進 め られ て い る問 題
で もあ り,阻 石 の ベ ア リ ン グ を議 論 す る 上 で も大 切 な
デ ー タ とな る の で,多 くの質 の 高 い デ ー タが 公 表 され る
のが 待 た れ る.
そ の他 で は,富 山 県で,衝 撃 に よ って で きた イ ンパ ク
タイ トとい う岩石 と と もに,限 石 ク レー ター が 発 見 され
た とい う 報告 が あ っ た.イ ギ リ ス大 英 博物 館 発 行 の陽 石
カ タ ロ グ に は,日 本 国 内 で は,疑 問 符 が つ い た ク レー
ターが3個 記 さ れて いる が,正 式 に 認 め られ た もの は な
い.し た が っ て も しこれ が 認 め られ れ ば ,日 本 で初 めて
の限 石 ク レー タ ー と い う こ とに な る .
最 後 を しめ く くっ て行 わ れ た りプ シ ュ ッツ教 授 の 講 演
は,南 極 限石 と非 南 極 陽 石 に ち が い が あ る と い う もの で
あ っ た,彼 は 南 極 産 と非 南 極産 の 普 通 コ ン ドラ イ トの 微
量 成 分 に は,有 意 な 差 が あ り しか もこ の差 は,南 極 「貴石
が 南 極 で 風 化 され る こ とに よ り起 っ た もの で は な く地 球
に落 下 す る以 前 に ちが い が あ っ た と して い る,そ して こ
のち が い とい うの は,現 在 地球 に落 下 して くる[il石と10





































































医学 ・生物:南 極における 「ヒ ト」の生理学的研究 を
様々な手法で実施 している.
一設営報告一








お り,一時は完全に雪に埋没 していた観測棟,発 電棟の
風上側も姿を見せ始めた.
一観測報告一





宙空:地 磁気の定常観測に加 えて夜間光学観測を開始 し
た.オ ーロラ観測用 ドームの結露が問題となっている.
また,静 電ノイズや機器の トラブルが多 く,修理に追わ
れている.
設営工学:各棟の相対的位置の変化と沈下量の測定,主
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南 極 月 別 気 象 資 料 　(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp、)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,sealeveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度　 (Meanrelatlvehumidity)　〔%
平 均 風 速CMean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速　 (Gust)　〔m/s)
平 均 雲 量 〔Meancloudcover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Number　of　clear　days)















































MOS-1,　MESSRバ ン ド4画 像.1989年2月23日,パ ス60,
画 像 は90×100km,〔宇 宙 開発 事 業 団 地 球 観 測 セ ン ター に て





によって打 ち上げ られた.日 本初の極軌道地球観測衛
星である.「海洋観測衛星」と名付けられているが,海
洋の他,海 氷や雪氷,そ の他の地表面,大 気中の水蒸
気 や雲 の 観 測 を 目的 に,以 下 の 観 測 器 を搭 載 して い る,
1,　MESSR(可視 近 赤 外 放 射 計)
可 視 か ら近 赤 外 の 波長 域 に か け4つ の バ ン ドを もち,
50mの 分 解 能 で 地 表 面 の 情 報 を取 得 す る放 射 計,
CCDを セ ンサ ー と して い る の が 特 徴,観 測 幅 は100
　 km,
2.　VTIRC可視 熱 赤 外 放射 計)
可 視 に1バ ン ド,赤 外 域 に3つ の バ ン ドを も ち,バ
ン ド2が6μmの 水 帯 気 吸 収 帯 に あ るの が 特 徴.可
視0.9,赤外2.7kmの 分 解 能 で1500km幅を観 測 す
る.
3.MSR〔マ イ クロ波 放 射 計)
23.8と31.4GHzの2チャ ン ネ ル の マ イ ク ロ波 を受
け る 放 射 計 で,ア ンテ ナ を 回転 させ る こ とで 走 査 す
る,1画 素20～30kmの大 き さで,観 測 幅317km.
デ ー タ レ コー ダ を積 ん で い な い の で,観 測 デ ー タ は そ
の場 で 受 信 す る しか な く,南 極 域 の 観測 は 昭 和 基 地 で
の受 信 で 初 め て 可 能 に な っ た.
南 極 で の 観 測 デ ー タ か ら は,高 分 解 能 のMESSR
デ ー タ を使 った 氷 河 や棚 氷縁 の監 視,海 水 状 態 の 観 測 ,
MSRデ ー タ に よ る 海 上 の 水 蒸 気 や 雲 の 観 測,海 氷 分
布 の 観 測 等 が 中心 の テ ー マ に な っ て い る.左 上 に 示 し
た写 真 は,1989年2月,昭 和 基 地 で 受 信 さ れ た 初 期 の
デー タの1つ で,昭 和 基 地 沖 合 の 定 着 氷 と そ の縁 を移
動 中 の 大 氷 山 〔20×30km)の姿 が 示 さ れ て い る.流 氷
や定 着 氷 中の 氷 山(点 々)も見 え る こ とが で き る,
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